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あなたや、あなたの周りの人権は、守られてい
ますか？／２　町内保育所来年度入所受付／
15　人生を踊り明かせ (第12代国際交流員コ
ラム）／ 21　きょういくの窓／ 23　せいか写
真日記／ 24

近年、インターネット上での誹謗中傷、女性への暴力、
高齢者・障害者虐待、育児放棄など、さまざまな人権を
侵害する事象が発生しています。あなたの家庭、職場な
どでは、お互いの人権を尊重し合い、相手を思いやるこ
とができていますか。

思
い
や
り
の
心
で

寄
り
添
え
て
い
ま
す
か



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

身
近
に
あ
る
暴
力　
Ｄ
Ｖ

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
48
vol.

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

は
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る

（
あ
っ
た
）
人
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
で
す
。
女

性
の
４
人
に
１
人
が
配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
殴
る
・
蹴
る
と
い
っ
た
身

体
的
な
暴
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暴
言
や

脅
し
、
行
動
や
交
友
関
係
の
制
限
、
セ
ッ
ク
ス

の
強
要
、
お
金
を
持
た
せ
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
行
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
逃
げ
な
い
の
か

　
Ｄ
Ｖ
で
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ

被
害
者
は
逃
げ
な
い
の
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
Ｄ
Ｖ
は
、
暴
力
と
い
う
方
法
を
用
い
て
被
害

者
を
意
の
ま
ま
に
支
配
す
る
こ
と
で
す
。
加
害

者
は
、
視
線
ひ
と
つ
、
咳
払
い
ひ
と
つ
で
被
害

者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
物
理
的
に
逃
げ

ら
れ
る
状
況
で
も
、
加
害
者
の
顔
色
を
見
な
が

ら
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
被
害
者
は
、
自

由
に
動
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｖ
と
い
う
異
常

な
状
況
に
お
か
れ
た
人
に
み
ら
れ
る
極
め
て
正

常
な
反
応
で
、
そ
の
人
が
弱
か
っ
た
た
め
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
で
大
切
な
人
か
ら
否
定
さ

れ
暴
言
や
暴
力
を
受
け
、
人
と
し
て
軽
く
扱
わ

れ
る
こ
と
が
続
く
と
、
人
は
誰
で
も
自
分
に
自

信
が
持
て
な
く
な
り
、
常
識
的
な
思
考
や
判
断

が
し
に
く
く
な
る
の
で
す
。

暴
力
は
ふ
る
っ
た
人
の
責
任

　

加
害
者
は
「
愛
し
て
い
る
か
ら
殴
る
ん
だ
」

「
お
ま
え
の
た
め
」
と
自
分
勝
手
な
理
屈
を
つ

け
た
り
、「
自
分
を
怒
ら
せ
る
お
ま
え
が
悪
い
」

と
自
分
を
正
当
化
し
被
害
者
を
責
め
て
自
責
の

念
を
持
た
せ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
時
お
り
愛

情
を
ち
ら
つ
か
せ
て
被
害
者
を
混
乱
さ
せ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
理
由
が

あ
っ
て
も
暴
力
は
１
０
０
％
ふ
る
っ
た
人
の
責

任
で
す
。
他
に
も
方
法
が
あ
る
の
に
、
暴
力
と

い
う
方
法
を
選
ん
だ
か
ら
で
す
。
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
て
良
い
人
な
ど
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う

　
暴
力
を
受
け
て
も
「
自
分
が
我
慢
す
れ
ば
す

む
」「
恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な
い
」
と

思
う
被
害
者
も
多
い
の
で
す
が
、
多
く
の
場
合

暴
力
は
徐
々
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
相
談
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
気
持
ち

や
考
え
が
整
理
さ
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

何
が
問
題
で
何
を
す
べ
き
か
が
明
確
に
な
り
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
に
苦
し
ん
で
い
る
、
身
近
な
人
が
Ｄ

Ｖ
を
受
け
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

ｑ�

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

－

１
９
１
９

11月25日は「女性に対する暴力撤廃の国際デー」。
12月10日は「世界人権デー」、12月4日～ 10日は「人権週間」です。

インターネット上での誹謗中傷、女性への暴力、高齢者・障害者虐待、育児放棄…。
私たちの周りでは、人権がおびやかされるさまざまな問題が起こっています。
あなたの家庭、職場などでは、お互いの人権を尊重し合っていますか。この機会に、
人権について考えてみましょう。

児
童
虐
待
か
も
？
→
189

　
深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
は
後
を
絶
た
ず
、
昨

年
度
の
、
全
国
の
児
童
相
談
所
へ
の
相
談
対

応
件
数
は
、
過
去
最
多
の
10
万
件
を
超
え
ま

し
た
。「
も
し
か
し
て
虐
待
か
な
」
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
の
連
絡
が
子
ど
も
を
守
り
、
ま
た

子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大

き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
が
出

産
や
育
児
に
不
安
や
悩
み
を
お
持
ち
で
あ
れ

ば
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
下
記
の
と
こ
ろ
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。匿
名
も
可
能
で
す
の
で
、

安
心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
目
の
前
で
の
家
庭
内
暴
力
も
、
児

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
の

被
害
者
の
所
在
地
情
報
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
、
支
援
措
置
で
他
者
か
ら
の
請

求
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
申
し
出
が
必
要
で
す(

期
間

は
一
年
間
で
延
長
可
能)

。
対
象
者
は
、
町
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
で
、
右
記
の
被
害
者
で
あ
り
、
か
つ

警
察
な
ど
の
機
関
に
相
談
し
て
い
る
方
で
す
。

支
援
措
置
申
出
書
【
注
】
に
運
転
免
許
証
な
ど

の
本
人
確
認
書
類
を
添
え
て
、
町
役
場
・
総
合

窓
口
課
（
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
出
後
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
へ
の
事
実

確
認
を
し
ま
す
。
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
は
、
加
害
者
か
ら
の
不
当
な
目
的
に
よ
る

「
住
民
票
の
写
し
」「
戸
籍
の
附
票
の
写
し
」

「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
」
の

請
求
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。
第
三
者
か
ら
の
交
付

申
請
も
、
厳
格
に
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
成
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
代
理
人

や
郵
送
請
求
に
は
原
則
と
し
て
応
じ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
注
】
総
合
窓
口
課
や
木
津
警
察
署
な
ど
に
置
い
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

ｑ
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

童
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

ｑ�

子
育
て
支
援
課
ｔ
95

－

１
９
１
７
・
ｆ
95

－

３
９
７
４
、
宇
治
児
童
相
談
所
京
田
辺
支
所

ｔ
68

－

５
５
２
０
、
山
城
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
だ
い
わ
ｔ
98

－

３
８
４
６

女
性
の
相
談
、
電
話
で

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ｔ
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０
）
で
は
人
権
擁
護
委
員
や

法
務
局
職
員
が
、
女
性
が
受
け
る
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

被
害
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
で

す
。
※
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
、
11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
は
、
午

後
７
時
ま
で
、
19
日
㈯
～
20
日
㈰
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

他
者
か
ら
あ
な
た
の
情
報
を
守
り
ま
す
。

あなたや、
あなたの周りの人権は、

守られていますか？

DV 防止に関する取り組み
 パネル展示 
　◆日　　程　11月18日（金）～ 25日（金）
　◆場　　所　町立図書館前 交流スペース（町役場２階）
　◆内　　容　・�女性への暴力根絶を訴える啓発活動「パープルリ

ボン・プロジェクト」の一つとして、パネル展
示・PR 物品の配布。

　　　　　　　・DV などに関する啓発映像の上映。
 書籍・絵本の紹介 
　◆日　　程　11月中
　◆場　　所　精華町立図書館
　◆内　　容　�女性に対する暴力や DV、虐待などに関する書籍や

児童向けの絵本などを紹介。

人権に関する催し
 ポスター展示 
　◆日　　程　11月25日（金）～ 12月12日（月）
　◆場　　所　精華町役場２階 交流スペース
　◆内　　容　町内小・中学生が描いた人権啓発ポスターの展示。
 子育て支援講演会（人権講座） 
　◆日　　程　11月29日（火）
　◆場　　所　精華町役場２階 交流ホール
　◆内　　容　�竹内昌彦講師（岡山ライトハウス理事長）が「私の歩ん

だ道～見えないから見えたもの～」をテーマに講演。
主催：精華町人権啓発推進委員会・精華町
ｑ精華町人権啓発推進委員会事務局（精華町人権センター ｔ94－3696）

23 NovemberNovember
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洛
い
も
焼
酎

　

   

名
称
募
集

４
氏
に
自
治
功
労
者
表
彰

｢

健
全
な
心｣
育
む
標
語
表
彰

　

町
で
栽
培
さ
れ
た
「
洛
い
も
＋

米
」
を
１
０
０
％
使
用
し
た
オ
ー
ル

精
華
町
産
の
『
い
も
焼
酎
』
の
名
称

を
募
集
し
ま
す
。

　
洛
い
も
は
、
町
が
連
携
協
力
包
括

協
定
を
結
ぶ
京
都
府
立
大
学
で
ヤ
マ

ノ
イ
モ
「
ダ
イ
シ
ョ
」
か
ら
品
種
改

良
さ
れ
、
精
華
町
の
新
た
な
特
産
品

と
す
る
べ
く
名
付
け
た
も
の
で
す
。

▼
募
集
内
容

　
①�

洛
い
も
の
特
色
や
緑
の
カ
ー
テ

ン
な
ど
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
覚

え
や
す
く
愛
着
の
持
て
る
名
称

と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②�

文
字
の
使
用
・
字
数
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
ひ
ら
が
な
、
漢

字
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
、

併
用
も
可
）

　
③�

ラ
ベ
ル
な
ど
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

は
当
グ
ル
ー
プ
が
行
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

�

12
月
15
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
（
消

　
精
華
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
が

募
集
し
た
平
成
28
年
度
青
少
年
健
全
育

成
標
語
の
表
彰
作
品
が
、
こ
の
ほ
ど
決

ま
り
ま
し
た
。

　
標
語
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
で
健

や
か
な
心
を
育
み
、
青
少
年
健
全
育
成

や
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
へ
の
意
識
高
揚

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
２
０
２
４
人
が
応
募
。
選
考
会
で
の

審
査
を
経
て
、
10
点
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
最
優
秀
作
品
は
、
啓
発
用
の

ぼ
り
旗
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

▼
小
学
生
の
部
（
応
募
８
１
１
点
）

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
や
め
よ
う
よ
」

　
　
　
　
そ
の
一
言
で

　
　
　
　
　
　
　
救
わ
れ
る

（
精
北
小
５
・
西
井
希の

ぞ

美み

）

◆
優
秀
賞

　
・�

何
で
す
か
、　
い
じ
め
た
と
き
の

メ
リ
ッ
ト
は
（
川
西
小
５
・
石
川

朝あ
さ

陽ひ

）

　
・�

や
さ
し
さ
は
、　
い
じ
め
を
な
く

す　

武
器
に
な
る
（
山
田
荘
小

６
・
泉
岳が

く

杜と

）

　
・�

毎
日
が　
た
の
し
く
な
っ
た
ら　

う
れ
し
い
な^U

^　

非
行
も
い

じ
め
も　
な
い
町
へ
！
（
東
光
小

５
・
角
田
茉ま

優ゆ

）

　
・�

優
し
さ
と
少
し
の
勇
気
で　
笑
顔

が
い
っ
ぱ
い
無
限
大
（
精
華
台
小

６
・
伊
藤
涼す

ず

流る

）

印
有
効
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
下
記
の
と
こ
ろ
へ
。

　
◆�

必
要
事
項
：
名
称
・
名
称
の
理

由
・
住
所
・
氏
名
（
※
）・
年

齢
・
電
話
番
号
が
必
要
で
す
。

　
※�

氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い

方
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
も
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　
◆�

提
出
先
：
〒
６
１
９

－０
２
８
５

（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不

要
）「
精
華
町
役
場　

産
業
振

興
課
」
ｍsangyou@

tow
n.

seika.kyoto.jp

　
※�

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
を

「
洛
い
も
焼
酎
名
称
応
募
」
と

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
な
ど

　

�

選
考
委
員
会
で
選
定
を
行
い
、
名

称
を
決
定
し
ま
す
。

　

�

採
用
さ
れ
た
方
に
は
副
賞
と
し

て
、
洛
い
も
焼
酎
と
洛
い
も
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

�

発
表
は
、
平
成
29
年
３
月
ご
ろ
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
予

定
で
す
。

　
※�

採
用
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

氏
名
（
ま
た
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
）、
住
所
（
都
道
府
県
）
を

公
表
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　
・�

応
募
に
係
る
知
的
財
産
権
は
全

て
精
華
町
洛
い
も
グ
ル
ー
プ
に

帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
・�

応
募
に
係
る
一
切
の
経
費
は
、

応
募
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

　
・�

採
用
さ
れ
た
名
称
を
使
用
す
る

際
、
一
部
補
正
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
・�

応
募
す
る
名
称
は
、
他
で
は
使

用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
り

ま
す
。

　
・�

応
募
に
関
し
て
第
三
者
の
知
的

財
産
権
を
侵
害
す
る
も
し
く
は

違
反
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
は
、
選
考
会
終
了
後
で

も
決
定
を
取
り
消
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
・�

応
募
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
の

個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

名
称
募
集
以
外
に
使
用
し
ま
せ

ん
。

　
・�

未
成
年
者
の
方
は
、
応
募
の
際

に
保
護
者
（
親
権
者
）
の
同
意

が
必
要
で
す
。

　
・�

定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て

は
、
精
華
町
洛
い
も
グ
ル
ー
プ

で
決
定
し
ま
す
。

●
主
催
：
精
華
町
洛
い
も
グ
ル
ー
プ

●
共
催
：
精
華
町

ｑ�

精
華
町
役
場
産
業
振
興
課
ｔ
95

－

１
９
０
３

▼
中
学
生
の
部
（
応
募
１
２
１
３
点
）

　
◆
最
優
秀
賞

　
　
「
お
か
え
り
」
が

　
　
　
　
飛
び
交
う
町
の

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
た
か
さ

（
精
華
南
中
３
・
寺
中
真ま

璃り

）

　
◆
優
秀
賞

　
・�

あ
い
さ
つ
で　
華は

な

の
町
か
ら　
笑

顔
咲
く
（
精
華
中
１・三
方
洸こ

歩ほ

）

　
・�

気
づ
い
て
る
？　
あ
の
子
の
小
さ

な　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
精
華
中
３
・
岡
井

夏な
つ

葵き

）

　
・�

世
界
の
言
葉
は
ち
が
っ
て
も　
笑

顔
は
み
ん
な
の
共
通
言
語
。（
精

華
西
中
１
・
杉
原
未み

來ら
い

）

　
・�

あ
と
１
歩　
踏
み
出
す
勇
気
で　

未
来
を
変
え
る
（
精
華
西
中
２
・

山
本
愛ま

奈な

）

ｑ�

精
華
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
ｔ
95

－

１
９
０
７

さ
ん
、
塩
井
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
、
町
議
会
議
員

と
し
て
、
井
澤
さ
ん
は
町
公
平
委
員
会
委
員
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
町
行
政
の
発

展
に
尽
力
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
精
華
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
を

10
月
４
日
㈫
、
町
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
安
宅
吉
昭
さ
ん
（
僧
坊
地

区
）・
山
口
利
忠
さ
ん
（
精
華
台
一
丁
目
）・
塩

井
幹
雄
さ
ん
（
精
華
台
一
丁
目
）・
井
澤
孝
子

さ
ん
（
谷
地
区
）
の
４
人
。
安
宅
さ
ん
、
山
口

山口利忠さん

井澤孝子さん

安宅吉昭さん

塩井幹雄さん

総務大臣より
感謝状

障害のある人もない人も暮らしやすい社会をめざして

手話でコミュニケーション 第６回

ｑ福祉課 障害福祉係ｔ95－1904

何か？
何、どうしたの？

右手人差し指を立て、
胸前で左右に振る。

分かる、分かっている、
知る、知っている

右てのひらで胸を
なで下ろす。

分からない、
知らない

右手指先で右胸脇
をはらい上げる。

平成28年４月１日から障害者差別解消法がスタートし、障害のある人が困らないように配慮することが求められていま
す。ここでは、障害のある人との意思疎通の手段の一つとして、手話を紹介しています。今回もコミュニケーションに
使える手話を紹介します。

　10月14日（金）、奥野卓士さん
（南地区）に、総務大臣から感謝状
が贈呈されました。
　奥野さんは精華町議会議員とし
て35年以上の長い間、地方自治
発展に尽力して来られました。
　今回は、その功労が認められた
ものです。おめでとうございます。

45 NovemberNovember



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

ハウスクリーニング

広 告　

　
高
齢
者
向
け
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
10
月
14
日
㈮
よ
り
下
表
の
医
療
機
関
な
ど
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
地
域
差
が
あ
る
も
の
の
、
通
常
、
１
月
上
旬

か
ら
３
月
上
旬
が
最
盛
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
抵
抗
力
が
付
く
ま
で
、
約
２
週
間
か

か
り
ま
す
。
予
防
接
種
は
12
月
26
日
㈪
ま
で
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
12
月
中
旬
ま
で

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
回
数
は
１
回
で
す
。

▼
対
象
者

　
①
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

　
②�

接
種
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
ま
た
は

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
そ
の
障
害
が
身
体
障
害
１

級
相
当
の
方

▼
費
用

　
１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

▼
接
種
方
法

　

�

下
表
の
医
療
機
関
に
置
い
て
い
る
予
診
票
に

記
入
し
、
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
前
に
申
請
が
必
要
な
方

　
・
町
外
（
施
設
）
で
接
種
を
希
望
す
る
方

　
・
生
活
保
護
世
帯
の
方

　
・
②
の
対
象
の
方

　
◆
申
請
方
法

　
　

�

印
鑑
を
持
参
の
上
、
健
康
推
進
課
へ
。
ま

た
は
、
申
請
書
【
注
】
を
下
記
の
と
こ
ろ

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
②
の
対

象
の
方
は
身
体
障
害
手
帳
な
ど
の
障
害
の

程
度
を
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

　
◆
注
意
事
項

　
　

�

町
外
（
施
設
）
で
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
接
種
に
必
要
な
書
類
が
手
元
に
届
く

ま
で
に
10
日
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

高
齢
者
向
け
イ
ン
フ
ル
予
防
接
種 

　
　
　
～ 

12
月
26
日
ま
で 

～
町内で接種を受けられる医療機関
医療機関名
（50音順） 電話番号 所在地

天野医院 95－9500 下狛河原田45－3

おく内科医院 72－7023 桜が丘三丁目２－1エスペローマ高の原ウエスト１番館
学研都市病院 98－2123 精華台七丁目４－1
岸田内科医院 95－1771 精華台二丁目17－10
コマダ診療所 93－1787 菱田宮川原10
島谷クリニック 66－1850 桜が丘四丁目25－4
下里医院 72－1212 山田下川原22－2
精華町国保病院 94－2076 祝園砂子田７
平田内科医院 95－3400 光台七丁目14－3
藤木医院 94－2006 祝園西一丁目24－15
藤村医院 94－5770 祝園砂子田２－1
古田診療所 93－2216 祝園門田８
山田内科
クリニック 98－3660 精華台二丁目10－94

芳川医院 71－0014 桜が丘三丁目24－7

※診療時間などは、医療機関にお問い合わせください。
※広報誌「華創」10月号に関するお詫びと訂正
　�６ページの「町内で接種を受けられる医療機関」の一覧表において、
「堀井こどもクリニック」・「くわはらこどもクリニック」は、対象医
療機関ではございませんでした。お詫びして訂正いたします。

表
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
を
希
望
す
る
方
は
、
健

康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

Ｋ
Ｅ
Ｓ

活
動
報
告
！

　
町
で
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
一
規
格
で
あ
る
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
京

都
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ト
）
ス
テ
ッ
プ
１
」
を
取

得
し
、
８
周
期
目
を
迎
え
、
電
力
・
ガ

ス
・
水
道
な
ど
の
削
減
だ
け
で
な
く
、

各
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
ほ
う
そ
の
保

育
所
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
対
策
！

　
ほ
う
そ
の
保
育
所
で
は
、
毎
年
、
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
緑
の
カ
ー
テ

ン
づ
く
り
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
５
月
に
植
え
付
け
た
「
洛
い

も
」
の
ツ
ル
が
ま
っ
す
ぐ
上
に
伸
び
、

保
育
所
の
２
階
の
窓
に
ま
で
伸
び
て
い

ま
す
。「
空
ま
で
伸
び
る
の
か
な
」
と
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は

水
や
り
を
し
て
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
洛
い
も
は
、
葉
が
ハ
ー
ト
型
を
し
て

大
き
く
、
暑
さ
に
も
強
い
の
で
緑
の

カ
ー
テ
ン
と
し
て
は
最
適
で
す
。
夏
の

日
差
し
を
さ
え
ぎ
っ
て
保
育
室
の
室
内

温
度
の
上
昇
を
抑
え
た
り
、
葉
か
ら
蒸

発
す
る
水
分
が
周
り
の
温
度
を
下
げ
た

り
、
自
然
の
力
を
利
用
し
た
夏
場
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
地
球
温
暖
化
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
中
、
私
た
ち
（
保
育
所
）
が
で

き
る
省
エ
ネ
活
動
と
し
て
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
洛
い
も
は
大
き
な
芋
が
で
き

る
の
で
、
秋
の
収
穫
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ｑ
総
務
課
庶
務
係
ｔ
95

－

１
９
１
０

太陽光発電・蓄電設備の同時設置に補助金
○申請方法
　�購入後３カ月以内に（平成28年４月１日から10月13
日に購入された方は、平成29年１月13日まで）必要
書類を次のところへ。
○必要書類
　・申請書【注２】
　・設置した設備の規格が確認できる書類
　・�設備の設置に要した費用に係る領収書の写しおよび
費用の明細

　・�電気事業者との電力受給契約が成立していることが
確認できる書類

　・町税および国民健康保険税に係る完収証明書
　・住民票の写し（発効後１カ月以内のもの）
　・�居住する住宅の登記簿謄本または登記事項証明書の
写し

　・設備が設置されている状況がわかる写真など
　【注１】�1000円未満は切り捨て。
　【注２】 町ホームページからもダウンロードできます。
ｑ環境推進課 環境係ｔ95－1925

　町では、住宅用太陽光発電設備と住宅用蓄電設備を同
時に設置した世帯に購入費の一部を補助しています。
○補助額
　�次の①と②の合計額（設備設置に要する費用の１／２
が上限です）
　①住宅用太陽光発電設備
　　�公称最大出力（キロ

ワット）の合計額に１万5000円を乗じた
額（上限６万円）【注１】

　②住宅用蓄電設備
　　�蓄電容量（kw/h）に６万円を乗じた額（上限36万円）
【注１】

○対象設備
　◆住宅用太陽光発電設備
　　�発電した電気を住宅で使用し、余った電気を電気
事業者に供給する構造のもので、公称最大出力が
10kw未満のもの

　◆住宅用蓄電設備
　　�住宅用太陽光発電設備が発電する電力を充放電でき
る設備で、常時住宅用太陽光発電設備に接続するもの

苗の植え付け

昨年収穫した洛いも 見事なグリーンカーテンに
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催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療
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文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災
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防犯・防災
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